令和3年度　不二の里森福祉会
法人事業運営計画

Ⅰ．法人運営

（１）理事会と評議員会の開催（年間を通じて開催）

（２）法人監査・・・法人内部監査、県指導監査室監査（法人運営・会計）
障害福祉課監査（処遇・事業所会計）
（３）評議員選任・解任委員会・・・法人の評議員候補者の選任、ならびに理事会の提案に基づき
　　　　　　　　　　　　　被解任評議員の解任理由等を審議する機関
Ⅱ．法人体制
法人役員　理事6名　評議員7名　監事2名
評議員選任・解任委員（外部委員2名、監事2名、法人職員1名）
第三者委員2名
Ⅲ.法人のビジョン

（１）組織・事業責任の確立…責任

　社会福祉法第２２条の定義に基づき、第２４条の経営の原則に従って、利用者や職員・地域社会に対する事業の責任を果たし、組織力の確立を図る。

（２）支援サービスの充実…利用者主体

　職員体制や施設環境を整え、利用者主体のもとに作成されたサービス等利用計画から
個別支援計画を作成して一人ひとりの利用者に対する個別サービスの質の向上を図り、自己実現の支援体制を充実させる。

（３）組織機能の多様化…将来性

　多様な地域支援サービスの供給主体として、利用者（通所者、在宅者等）をとりまく地域生活環境の充実、整備と他制度との連携を図る。

（４）社会貢献の確立…市民権

　地域・在宅福祉のサービスの提供者として、誰もが安心して暮らせる地域づくりを掲げ、地域住民のニーズの発掘、把握に努め、法人として社会貢献の役割を果たす。

（５）財源の確保…資金づくり

　寄付金をはじめ、地方自治体からの助成も働きかけながら、一層充実、安定した運営費の
財源基盤を確保する。

（６）組織の活性化…パワー

地域のマンパワー、企業、行政、各種団体関係者の支援を得て、将来の組織の活性化と今後の事業展開を構築していく。

（７）福祉コミュニティ作り…共生社会
地域住民の子供から高齢者までが安心して生活できる支援体制作りと、地域住民との連携、共動を通じて共生社会を構築する。
Ⅳ．事業運営
１．事業所理念

　富士北麓及び東部圏域の障害者及び障害児が、ノーマライゼーションの理念に基づき、地域住民のひとりとして、共にいきいきと生活ができ、地域住民と相互に人格と個性を尊重し合い、誰もが安心して暮らすことの自己実現の理念とインクルージョンの具現化を図ることを理念とする。

２．事業所指針

障害者総合支援法に基づき、包括的で多機能型な支援体制作りを目指していく。
特に人が少ない地域の特徴を有する圏域として捉える必要があり、社会資源が少ないこと、親と子供の同居率が高い現状がある。

しかし将来的には、介護負担が増大する危惧があり、親亡き後の障害児（者）を総合的で
さまざまな視点でサポートシステム化する必要がある。
そのためにも、子育て支援からはじまり、特別支援学校等の放課後等支援、思春期における心のケア、余暇活動、卒業後の就労支援、人生半ばを超えて老後前の就労とは異なる年齢層の支援、認知症、要介護の高齢者、精神障害者等、福祉のサービスを必要とする対象者のライフステージごとの、またトータル的な支援体制を作る必要がある。

障害の種別や年齢層に関係なく、できるだけ身近なところで支援を受けることができ、地域に色々な立場の人が生活できる、サービスを必要とする人々から選択して頂けるような支援体制を構築する。

具体的には、介護給付を必要とする対象者と訓練等給付を必要とする対象者を包括的に支援していく。年齢や病気、精神的なことや人間関係等の影響で障害の度合いに差があっても、その給付対象者がどちらの給付サービスも利用できるように、フィードバック体制を取り入れていく。

3．事業別内容

（１）障害福祉サービス事業所けやき園（多機能型通所施設）
生活介護
就労移行支援
就労継続支援B型
（２）グループホームしら糸
共同生活援助
（３）障害者相談支援センターけやきの家
　　基本相談

指定特定相談支援事業
指定障害児相談支援事業
指定一般相談支援事業
（４）地域生活支援事業所けやき
地域生活支援事業（日中一時支援事業）
自家用有償旅客運送（福祉有償運送）
障害者等安心生活事業
（５）地域活動支援センターけやきハウス
地域活動支援センター（富士吉田市委託）
4.看護・保健衛生業務計画
医師診察

・毎月、生活介護利用者を中心に、月1回第4木曜日午前に診察

・記録の作成・管理「けやき園　看護・医師診療記録簿」を医務室に用意する。
メンバーの歯ブラシの保清

・1週間に1度、歯ブラシをまとめて消毒する。

・長期休暇に入る時は自宅へ持ち帰り、または状態により交換の支援をする。
救急箱の管理（月1回）

・不足品の補充（必要物品の一覧表の作成・管理）

・使用期限切れの確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体重測定の実施

・月1の測定日に実施する。当日欠勤したメンバーは、出勤日に測定する。
生理用品の準備

・施設内に用意しておくものと、外出時に持っていくものの補充をしていく。

・女性メンバーへの配慮
上履きの管理

・長期休暇に入る時は、自宅へ持ち帰る。（交換含む）
着替えのストック
・予備として、着替え等の補充をする。（男女それぞれの種類・一定数の確保）
緊急時（災害時）用の物品、薬品
・緊急用（災害時）物品、薬品の確認
　・緊急用（災害時）の個人（利用者）の常備薬を予備として預かる。

　→年度の変わる際には一度返却して、新年度に最新の内服薬と交換して、新しい投薬表
のコピーをもらう。保護者より与薬依頼書を提出してもらう。
内容を確認した上で与薬する。
・薬の保管場所・・・座薬、シロップは冷蔵庫・錠剤、散剤は室温（個人ファイルに保管する。）

・服薬管理を要する利用者については、してもらう。

手洗いの励行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ハンドソープで手を洗い、ウエルパスで殺菌する。
　・ノロウィルスやインフルエンザの流行時、また調理に関わる場所ではクリアミストプラスを
使用するように指導する。
・液体の補充は、ダスキンに依頼していく。
・ハンドソープの容器の消毒を行う。（適宜）
ＡＥＤの管理、点検

・勤務日にＡＥＤが使用可能な状態か、チェックしていく。
　・月1回の定期点検を行っていく。

・消耗品や電池の交換など、必要時に業者から物品が届くので適宜交換する。
検便提出

　・年1回（定期健診時に実施）

その他

・健康診断の実施・援助：年1度（2月）
→検診の調整・交渉は庶務が担当。当日までの準備・運営は看護師がすすめていく。
　・新型コロナウィルス感染症に関して、令和2年11月に法人内で定義した「コロナウィルス
ガイドライン（指針）」に従い、対応していくものとする。
法人内の各事業所内で感染者が発生した場合、指針に従い「感染症対策委員会」を開催
して対応を検討していくものとする。
部門目標
　・利用者の身体的な変化（体調）に気付くことができる。
　・利用者個人の健康状態に合わせた保健指導の実施ができる。
　・健康問題に対して、行動変容が起こせるような関わりができる。
　・各感染症流行期に事業所内からの感染者を発生しないように感染予防に留意する。
　・医務室が利用者や職員にとって必要な時は利用や相談がしやすい場であるように環境を
整える。

課題
　・利用者の加齢も目立ってきており、医療との連携が不可欠となってきている。
　・通所施設として利用者の地域生活の周知がしにくく、その環境をも踏まえた上で
　 対応を検討せねばならないことを痛感している。

　・着任1年目は全通所利用者のご家庭と本人に関する情報収集と、必要に応じ受診同行
　 するなどを行ってきた。利用者およびその家族の生活の変容に応じた対応を出来るように
　 信頼関係を構築していくことが課題だと思われる。

年間業務予定
	予定時期
	業務内容

	随時
	生活介護メンバーの健康チェック
けやき園利用者全体の健康管理および健康相談
しら糸利用者全体の健康管理および健康相談
けやきハウス利用者全体の健康管理および健康相談

医薬品の補充およびAEDチェック
感染予防対策に基づいて環境調整を図る（消毒液の補充、消毒など）
緊急時の受診同行、家庭訪問

	毎月
	嘱託医の診察調整【第4木曜日午前10時～】
嘱託医の診察に合わせて体重測定【けやき園利用者全員】

	上半期
（4月～9月）
	利用者全員の受診先確認および与薬状況の確認
　→最新の処方箋を確認、提出依頼

　→かかりつけ医および主治医等の確認
夏季熱中症対策
食品衛生も基づいて検便の準備、実施

	下半期
（10月～3月）
	Fluワクチンの予防接種の準備、実施
感染性流行期における対応
定期健康診断の調整、準備、実施


多機能型通所施設運営計画
Ⅰ　障害福祉サービス事業所けやき園
　指針

　１．利用者又は障害児（者）、保護者の意思及び人格を尊重して、常に当該利用者
または障害児（者）、保護者の立場に立った障害福祉サービスの提供に努める。 

　２.利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者を設置する等必要な体制の
　整備を行うとともに、その職員に対し、研修を実施する等の措置を講ずるように
努める。 

　　３.障害者自立支援法の改正等、めまぐるしく制度が変動する時代にあって、職員は
　　制度の知識を持ち、関係者に周知できる力を身につける。

運営目的

　働く意欲がありながら就労することが困難な障害者とともに、作業を通じて働くことの喜びや大変さを体験し、地域のなかでノーマルに生活することを目的とする。
本人の意志により就労支援も視野にいれて、個別支援計画を作成し、自己実現化を図る。
創作活動や生産活動に参加しながら、生活介護にも支援を行う。

１.基本的な諸権利の尊重

２.働く権利として社会的就労と地域就労の自己実現。
３.地域福祉の拠点作りと相談支援体制作りの実現を図る。
４.地域住民とのコラボレーション及びパートナーシップの関係作り。
５.市町村をはじめ、関係機関との連携と共動を行い、ネットワーク化を図る。
６.音楽活動を通して障害の有無を越えた地域作りの実現。
基本方針

　　富士北麓地域を中心に、地域生活をすごすための、生活能力の維持・向上、就労に　

　必要な知識や能力の維持・向上が期待される人を対象とし、通所による日中活動により、

自立に必要な訓練．支援を実施する。
＊地域生活充実のための支援サービスの向上

　日々の一人ひとりの生活が生きがいを持ち、安心して地域生活をすごせるように、地域での人的な支援体制を充実して、生活の質の向上や社会資源の利用等の支援活動に努める。
＊エンパワメントと本人主体の原則
　作業活動や日常生活支援を通して、利用者のエンパワメントを引き出し、障害特性にマッチした能力開発や創意工夫を加えるとともに、地域生活のレベルアップにつながる支援体制を目指して地域での活動の充実を図る。
＊基本的人権の擁護体制の確立

　利用者本位の仕組みづくりに務め、多くの意見や主張を取り入れていく場を多く設定するとともに、本人の判断や行動が生かされる活動に努力する。自主組織の育成や後見人制度の導入、社会的理解を進めるための各種地域活動への参加を図る。
＊社会経験を豊かにし、地域福祉を担う拠点づくり

　地域福祉を担う拠点として、地域関係者との連携を図り、社会貢献につながる地域課題に取組み解決していくため、社会参加活動の活性化に努める。
他地域の福祉施設、各団体等との連携を強め、県内障害者支援の体制の向上に貢献する。

　利用定員

　　生活介護（10人）　就労移行支援（6人）　就労継続支援Ｂ型（18人）　定員34名
　職員体制
施設長（管理者）1名　事務長1名　事務職員1名　用務員１名
医師（非常勤）1名　看護師1名
サービス管理責任者1名　
生活支援員10名　職業指導員3名　就労支援員1名　目標工賃達成指導員2名
日課
	時間
	内容

	8：30～9：00
	自主・送迎（送迎車による富士北麓地域の送迎）

	9：15～9：30
	朝礼、体操

	9：30～10：45
	生産・就労活動開始

	10：45～11：00
	休憩

	11：00～12：15
	生産・就労活動

	12：15～13：45
	昼食・休憩

	13：45～14：45
	生産・就労、創作活動

	14：45～15：00
	休憩

	15：00～15：35
	生産・就労、創作活動

	15：35～16：00
	清掃・夕礼

	16：00～17：00
	自主・送迎（送迎車による富士北麓地域の送迎）


その他

（１）健康管理

　　利用者の障害特性を常に理解し、嘱託医師や近隣の利用者主治医との繋がりを強め、
疾病予防、事故防止に努める。機能訓練・体育活動等の充実を図るとともに、検診等
家族との健康相談の場づくりや、食を主体にした調理教室など健康維持のための取組みを
充実する。また利用者およびその家族の希望にもよるが、毎年施設内において山梨県健康
管理事業団による健康診断も引き続き行いながら、検診結果に応じて嘱託医師や法人看護
師による指導や個別面接を行っていきたい。
（２）防災計画

　　防災避難計画を作成し、火災や地震、水害等の災害から利用者を守り、災害の防止･軽減
　を図る。
1 防火管理者を置く。
2 避難訓練や消火訓練を定期的に実施する。
3 火災・地震、水害等の災害防止組織を編成する。
4 地域自治会、関係機関との連携により、非常時の対応強化に努める。
5 防災器具や用具等の整備を図る。

（3）虐待防止委員会の設置
　　障害者虐待防止の更なる推進のため、令和4年度から義務化される。
1 従業者への研修を実施していく。
2 虐待防止のための対策を検討する委員会として、虐待防止委員会を設置する。
3 虐待防止委員会での検討結果を、法人職員に周知徹底する。
4 虐待防止に関する責任者は、サービス管理責任者とする。
福祉サービス事業内容
1 生活介護（10名）
常時介護が必要な障害者に下記のサービスを提供して、個別のニーズに配慮して支援を
実施する。
（１）食事・入浴・排せつ等の介護、日常生活の支援
（２）畑作業等の生産活動や創作活動の機会の提供
　　①畑作業等の活動：四季折々の季節感を感じながら自然な空気を吸い込み、体力維持の目的をもって活動していく。地域住民との交流も可能な限りしていく。
本人の特性やその能力に応じて受託作業やパン・味噌作り等の作業に取り組む。
報告、連絡、相談等の社会ルールを身につけるきっかけとなる場面を提供していく。　　　　　②創作活動：陶芸や絵手紙、書道など自分ができる活動に挑戦していく。（文化教養教室：　
他機関開催活動に参加）集団行動を身につけるとともに、一日でも多く出勤できるよう
に、けやき園での楽しみを見つけていく。

（３）（１）や（２）を通じた身体能力、日常生活能力の維持・向上を目的として、必要な介護等を
実施する。
部門目標
・けやき園での楽しみを見つけ、毎日通所できるようにする。
・自分から挨拶をして、身だしなみを整えて生活する。
・周囲のメンバー等を意識して、集団活動ができるようになる。
今年度特にがんばりたいこと（利用者さんとの目標）
　・毎日通所して、出来ることや得意なことを増やしていこう。
　・身だしなみを整えることを自分から意識していけるようにしていこう。
　・自分から挨拶をしていけるようになろう。

年間予定
	４月
	不二の里森さくらまつり、お花見
	１０月
	散策、創作、外作業
ハロウィンイベント
文化教養教室（Ⅱ期）

	５月
	散策、創作、作業　ピクニック
家族会主催のバーベキュー
	１１月
	散策、創作、作業
太陽の集い、県外研修
障害者文化展
文化教養教室（Ⅱ期）

	６月
	散策、創作、作業
調理実習
	１２月
	散策、創作（ツリー飾り）、作業
クリスマス会、ボウリング大会
正月飾りつけ

	７月
	散策、創作（七夕飾り）、作業、市制祭
文化教養教室（Ⅰ期）
えてがみ教室
	１月
	初詣、書初め、正月飾り返納
散策、創作、作業
文化教養教室（Ⅲ期）

	８月
	散策、創作、作業、納涼
文化教養教室（Ⅰ期）
	２月
	散策、創作、作業、調理実習
文化教養教室（Ⅲ期）、節分祭準備

	９月
	散策、創作、作業
調理実習
	３月
	散策、創作、作業、調理実習
茶話会、ひな祭り準備


課題
　・相互利用もあるため出勤率にはむらがあるが、定員超過利用減算の対象にならない範囲
での出勤率を目標にしている。
　・特性が強い利用者（行動障害）がメンバーになって以来、さまざまな課題はある。
　 時機をみながら、「重度障害者支援加算」を申請していく予定である。
　・令和3年度から新規利用者が1名加入予定である。
　 上記に挙げた、特性が強い利用者が加入となる。支援学校在籍時代から実習を繰り返し
　 行ってきたことで当事者もけやき園の環境や雰囲気に慣れている。

　 強度行動障がい支援者養成研修でも学んでいる「支援手順書」を実習中から作成して、
　 支援スタッフの対応方法を統一することで、本人の混乱を回避している。
　 今後も必要に応じながら、研修未参加の支援スタッフの受講が望ましいと思われる。
　・多機能型通所施設として開設したけやき園であるものの、時代が推移するなかで生活介護
への利用需要は年々高まっている。現在のけやき園のイメージは就労支援事業所のイメー
ジが高く、施設内の活動場所も就労支援活動の占有率が高い。今後、生活介護事業の活動
場所の拡充が優先課題だと思われる。

福祉サービス事業内容
2 就労移行支援（6名）
一般就労を希望して、知識・能力の向上、職場開拓等を通じ、企業等への雇用又は在宅就労等が見込まれる障害者（65歳未満に限る）に対し下記のサービスを提供することで、自己実現にむけて必要な支援を実施する。
（１）事業所における作業や、企業における実習等

（２）適性に合った職場探しや就労後の職場定着のための支援

（３）（１）や（２）を通じ、適性に合った職場への就労・定着

部門目標
・健康管理ができる。（食事、体調、服薬）
・基本的労働週間を身につける。
（挨拶、報連相、身だしなみ、規則の厳守、体力、言葉遣い）
・ハローワークや地域の関係機関と連携を図り、情報交換を通じて職を探す。
・就労移行チェック表に本人の状態像を的確に記録する。
・自分にあった出来事を、自ら説明できるようになる。

・就労する必要性を考える。
・対人との関わり方を身につける。（感情のコントロール、謝罪、苦手な人への対応）
・日常生活動作を身につける。（生活リズム、金銭管理、余暇の過ごし方、危機管理）
・職業評価を活用しながら、自分の作業適性を知る。
・一人ひとりの特性を知り、合理的配慮を念頭に支援していく。
・趣味をもち、生活を豊かにしていけるようになる。（働く理由の動機付け）
・就労に役立つ研修等に参加してもらう。
作業内容
1.就労学習会（一般就労に必要な知識・技能を身につける。）
　・グループ学習を毎週行い、園外での実習に適応できるようにする。

　・就労の意識をメンバー全員で高める。
・失敗を恐れずに社会人としてのマナーや就労に必要な事項を学んでいく。
2.園外での職場体験（さまざまな場面に対応できる精神面を鍛える。）
　・合同面接会参加
　・職場見学や体験、実習
3.けやき園作業（お客様に喜ばれる製品を作る。）
　・受注を請け負っていることへの意識を高める。
　・どんな作業にも意欲的に取り組む姿勢をもつ。
　・慣れている環境・関係性の中でどれだけ「仕事」を意識して作業できるか、評価を受ける。
・改善のための振り返りを日誌や話し合いを通じて行っていく。
4.けやき園作業内容
・施設外就労（ＨＡＲＵ技研）
・受託作業
　　＊道志ダンパー（パッキンのはめ込み、検品）
　　＊丸勝産業（ラベル貼り）
　　＊シェアハピネス（箸の仕分け、帯止め、刻印、袋入れ）
　　＊斉藤段ボール（精密機械輸送時の緩衝材作り）
　　＊向山商会（崎陽軒の弁当箱作り）
　　＊ジャムオブワンダー（ジャム作り）
　　＊洗車
・販売（看護学校、富士吉田市役所、シチズン電子、圏域内の障害福祉サービス事業所、
丸勝産業、道の駅等）
　　＊調理作業

　　　調理の下準備（洗い・皮むき）、盛り付け、配達、作業器具の掃除
販売先の名札作り、ランチ代の回収（計算）、弁当箱洗い
　　＊パン・菓子製造作業
　　　　材料の計量、パン生地の丸め・成型、照卵ぬり、袋つめ、ラベル貼り、
販売ラッピング、園内販売の計算
＊味噌作り作業
　　　　種まき～収穫、大豆選別・必要材料の計量・材料、用具の洗い、麹作り、
大豆煮沸・全材料の混ぜ合わせ・樽に入れる・天地替え・パック詰め・販売
年間予定
	４月
	職業評価実施、就労学習会
就労活動（ハローワーク）
就労移行ケア会議、各作業
	１０月
	合同面接会、就労活動
就労学習会（面接練習）
就労移行ケア会議、各作業

	５月
	就労活動（職場見学）、各作業
就労学習会
家族会主催のバーベキュー
	１１月
	就労活動（職場見学）、各作業
就労学習会（清掃）、県外研修

	６月
	就労活動、各作業
就労学習会（日常生活基本的指導）
	１２月
	就労活動、各作業
就労学習会（健康管理指導）
年末大掃除

	７月
	就労活動、各作業
就労学習会（対人関係について）
市制祭
	１月
	就労活動、各作業、成人を祝う会
就労学習会（言葉の使い方）
初詣外出

	８月
	就労活動（職場見学）
就労学習会、作業、日帰り外出
	２月
	就労活動（職場体験）、各作業
就労学習会
節分祭

	９月
	就労活動、外食
就労学習会（自分の気持ちを伝える）
各作業、ふれあいの村まつり
	３月
	就労活動、各作業
就労学習会（自分について知る）
ひな祭り、茶話会


課題
　・圏域内の就労移行支援の活用方法に疑問が生じている。
　 支援学校卒業生の利用については法律で規定されている通りであるが、B型事業の
　 定員が満床のため就労移行支援で事業所にメンバー登録をするというようなケースが
　 多いようにけやき園では感じられる。
　・中途障害者や今までに一般就労経験がある当事者を就労移行支援で引き受けるケースが
　 多く、本人やその家族に理解が及んでいない状況でのサービス提供が垣間見られている。
　 そのケースの経由機関や施設側の窓口となる担当者が、本人のアセスメントをどの程度
重要視した対応が出来るのかによって、支援の方向性が大きく変化しやすいことを感じて
いる。
　・けやき園に寄せられるケース相談の多くが、現状就労移行支援の該当ケースではないこと
が多い。今後、事業運営を継続していく必要性を現在検討している。
福祉サービス事業内容
3 就労継続支援B型（18名）
就労経験がある方や福祉的就労を希望とする方、50歳以上の利用者に、職場探しへのステップアップを目指し、継続した「働く場」を提供する。
（１）福祉的な就労として事業所の作業の提供

（2）企業における実習や事業所内の就労に向けた訓練等

（3）適性に合った作業の提供や職場探しのための支援
（4）適性に合った職場探しや就労後の職場定着のための支援
部門目標【受託】
　・誰に対しても、元気良く気持ちの良いあいさつができる。

　・作業の効率をアップする。
　・依頼品の品質保持に努めながら作業をすすめ、作業工程が終了したら報告をする。

　・施設外就労でステップを図り、一般就労に向けて支援を行う。
　・安全に作業ができるように、一人ひとりが注意しながらスタッフの話を良く聞き
　 作業に取り組む。
　・いつでも清潔保持を心がける。（毎日の入浴、整髪、爪、衣服の汚れ等）
　・仕事の選り好みをしないようにしていく。
　・新しい仕事にも意欲的に取り組む。
部門目標【施設外就労】
　・研磨する部品を丁寧に扱い作業を進める。
・施設外就労でステップを図り、一般就労に向けて支援を行う。
・仕事中の出来事は自己完結せずに、支援スタッフや社員さんに報告する。
部門目標【惣菜調理】
　・食品を扱う自覚をもち、衛生面を徹底する。
　・お弁当の盛り付けをきれいに見栄え良く行うようにする。
　・いつでも清潔保持を心がける。（毎日の入浴、整髪、爪、衣服の汚れ等）
　・お客様に対して、感謝の気持ちを込めて「ありがとうございました。」と言える。
　・仕事の選り好みをしないようにしていく。
　・作業工程が終了したら報告をする。
　・返事をする。
部門目標【食材生産：みそ製造】
　・定期的に外部販売に商品を提供できるようにしていく。
　・製造中の衛生管理を強化していく。

部門目標【食材生産：菓子製造】
　・納品期限を厳守し、作業をすすめる。
　・作業の効率をアップする。
　・依頼品の品質保持に努めながら作業をすすめ、作業工程が終了したら報告をする。
　・食品を扱う自覚をもち、衛生面を徹底する。（手洗い、作業台の消毒の徹底）
　・支援スタッフとの信頼関係を構築していく。（支援スタッフの指示を受け入れられる。）
　・いつでも清潔保持を心がける。（毎日の入浴、整髪、爪、衣服の汚れ等）
　・仕事の選り好みをしないように、意欲的に取り組んでいけるようにする。
　・報告、連絡、相談をする。（意識付け）
　・自分の思ったことを素直に言えるようにしていく。（困っても逃げない、投げ出さない）

作業内容
・施設外就労（ＨＡＲＵ技研）

・受託作業
　＊道志ダンパー（パッキンのはめ込み、検品）
　＊丸勝産業（ラベル貼り）
　＊シェアハピネス（箸の仕分け、帯止め、刻印、袋入れ）
　＊斉藤段ボール（精密機械輸送時の緩衝材作り）
　＊向山商会（崎陽軒の弁当箱作り）
　＊ジャムオブワンダー（ジャム作り）
　＊洗車
・販売
（看護学校、富士吉田市役所、シチズン電子、圏域内の障害福祉サービス事業所、道の駅、
丸勝産業等）
　＊調理作業

　　調理の下準備（洗い・皮むき）、盛り付け、配達、作業器具の掃除
販売先の名札作り、ランチ代の回収（計算）、弁当箱洗い
　＊パン・菓子製造作業
　　　材料の計量、パン生地の丸め・成型、照卵ぬり、袋つめ、ラベル貼り、
販売ラッピング、園内販売の計算
＊味噌作り作業
　　　種まき～収穫、大豆選別・必要材料の計量・材料、用具の洗い、麹作り、
大豆煮沸・全材料の混ぜ合わせ・樽に入れる・天地替え・パック詰め・販売
年間予定
	４月
	各作業
不二の里森さくらまつり
看護学校学園祭り
	１０月
	各作業
西桂町福祉健康祭り

	５月
	各作業、ありんこフリーマーケット
家族会主催バーベキュー
	１１月
	各作業
県外研修、太陽の集い

	６月
	各作業、昭和大寮祭
富楽時祭
	１２月
	各作業
ボーリング大会
クリスマス会

	７月
	各作業、市制祭
忍野健康福祉祭り
パル祭
	１月
	各作業
成人を祝う会

	８月
	各作業
日帰り外出
	２月
	各作業
節分祭

	９月
	各作業、芸文祭
富士ふれあいの村まつり
ヨハネ祭
	３月
	各作業
ひな祭り
茶話会


課題
　・作業内容の大幅な見直しを行っている。
　受託作業については特に伸び幅が大きい部門であるが、今までは安定した作業の供給が
　困難であった。その日によって作業内容に変化がないように、現在は受託製品の作業の
　見直しを行っている。

　・惣菜調理部門でけやき園開園以来弁当配達していた、富士吉田市立病院内の託児所への
　弁当注文が令和3年1月31日付で契約終了となった。
　新規の弁当受注先を模索していたが、コロナウィルス感染拡大の影響もうけて持ち帰り弁当
　の需要も高まる中、困難をきたしている。しかしながら、調理器具一式が揃っている厨房で
あるため、「山梨県共同受注窓ぐち　ブギ☆ウギ」に協力を仰ぎジャムオブワンダーと共に
ジャムづくりを開始した。まだ安定した受注状態ではないものの、経営者が著名人であるこ
とのネームバリューもあり、今後に期待できる作業であると思われる。
イトーヨーカドー甲府昭和店で令和3年1月下旬行われた県内福祉事業所の販売会におい
ても販売されている。今後の予定としては、「DEAN＆DELUCA」にイチゴジャムを400個納入
することが決定している。（商品に、けやき園の住所と名称がクレジットされている。）

　・崎陽軒の特撰シウマイの折詰の作成にも取り掛かっている。富士北麓圏域の4事業所と
　共同参画している。緊急事態宣言下であるため、現状は大きな受注とはなっていないもの
の、今後の納品に向けた練習の意味合いとして取り組んでいる。

　・就労継続支援B型から就職した利用者がいる。
　今後、その就職した当事者のバックアップをする意味でも、就労定着支援（新規）事業の設立
　を模索していくべきではないかと感じている。
　・開園以来、継続的に取り組んできた作業の伝統を守りつつも、この富士北麓圏域の強みで

　る四季に応じた山菜や果物を使用した新しい商品の開発を試みている。ただし、現在検討

されている商品は食品衛生法第52条の規定により許可が必要な業種のうち、現状認可を

受けているもの（飲食店営業、菓子製造業、みそ製造業）以外となるため、新規に認可を
申請しなければならない。許可費用も大きくかかることからしても、慎重に検討していく

つもりである。
Ⅱ　共同生活援助…地域生活の場の提供
　　　　　　　　　

目的
夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せつ、食事の介護、日常生活上の援助を行う。
内容

名　　称　：　グループホームしら糸

住　　所　：　富士吉田市上暮地５－２－２４

定　　員　：　4名（男性利用者専用、個室4部屋）
対　　象　：　知的障害者、精神障害者

職　　員　：　管理者1名（兼務）　
サービス管理責任者1名
世話人2名（パート2名）

営業日時　：　年中無休

　　 月～金曜日　午前7時00分～午前9時30分

午後5時00分～午後8時30分
土～日曜日　午後5時00分～午後8時30分
県指定日　：　平成22年1月1日
消防設備　：　誘導灯、消火器、火災報知機
防　　災　：　ＳＥＣＯＭと契約

そ の 他　：　月1万円の家賃補助あり
交　　流　：　地域の防災訓練には、参加ができる利用者は参加している。
部門目標
　・個々のニーズを把握しながら、支援を行えるようにする。
　・家族との関係性を重視しながら、連携していく。
　・利用者の年齢に応じた対応に配慮する。（嗜好調査による食事提供など）
　・緊急時の対応と、利用者への周知

課題
　・利用者の体調不良時など、緊急的な対応がでてきている。
　 世話人等との情報共有や、利用者からの緊急時の発信方法などを確立していく必要が
ある。（利用者自身からの発信はなかなか困難である。）

　・メンバー4人中、現在2名が後見制度を利用している。身上監護の視点から、その当事者の
　 現状を共有しながら、将来を踏まえた検討が必要に感じている。

・法人事業所内の利用者家族からの利用希望が多くなってきている。
 家族構成の変化や、本人の気持ちや身体が若いうちにと考える傾向が出てきている。
・上記に続き、女性利用者の家族からの要望もでている。他法人には女性のグループホーム
もあるが、やはり慣れ親しんだ環境下で、その当事者への理解がある環境での暮らしを
望むようである。今後、法人としても検討していかなければならないと感じている。
Ⅲ　相談支援事業…障害者の保健、医療、福祉の分野における相談支援業務
名称　障害者相談支援センターけやきの家

目的
障害者相談支援センターとして役割を果たすために、福祉ニーズの把握に努める。支援セン
ターとしての機能を高めるため、福祉・医療相談等を実施し、地域福祉での役割を果たすための拠点づくりに務める。
福祉サービス利用のための利用計画書の作成、入所施設・入院先から地域に戻る際に援助す
る地域移行支援、地域に移行した後の援助となる地域定着支援を提供していくことで、障害当事者の権利擁護や豊かな生活への一歩を援助していく。
事業運営方針

①地域の障害者福祉に関するさまざまな問題について相談に応じ、必要な情報の提供と
助言、利用者と家族、市町村、障害福祉サービス提供事業者等との連絡調整や連携を
構築しながら、障害者の虐待防止や問題の早期発見、権利擁護等のために必要な援助
活動を実践する。

②利用者の個人情報を遵守し、利用者の意思及び人格を尊重しながら信頼関係を図り、
利用者の立場に立ったサービスの提供に努める。

③ソーシャルワークを基本とした専門性の高い相談支援と、ケアマネジメントの手法を
取り入れることで、困難事例や多問題家族の相談に対応でき、問題解決につながる支
援を行う。

④地域との結びつきを重視し、市町村障害者自立支援協議会においては市町村との協働
関係を形成し、協議会活動に参画していく。
⑤円滑な福祉サービス利用を促進するために、特定相談支援の機能を維持していく。
⑥当事者の地域で暮らす権利を守るために、一般相談支援を促進していく。
事業内容

1 事業所の主な業務：
相談支援（基本相談・電話相談・来所相談・訪問相談・障害児（者）のサービス等利用計画作
成【指定特定相談支援、指定障害児相談支援・ケア会議開催生活相談・就労前訓練等の情
報提供、同行支援・各種申請援助）
2 就労支援センターの紹介、ピアカウンセリング案内やサポート
3 日常生活支援事業や成年後見制度の紹介、申請援助
4 指定一般相談支援（地域移行・地域定着支援の提供、訪問、地域調整等）
相談可能な範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４障害対応（身体・知的・精神・発達）

障害児　　　　　　　　
　指定難病当事者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体制
1 職員体制：相談支援専門員2名（うち、専従1名）
2 開所日：基本的に毎日。就業規則により休日をとることとするが、携帯電話で対応。

3 開所時間：午前9時00分～午後5時00分まで（但し、緊急時等はこの限りではない）
4 休業日：土、日、祝日、年末年始（12月29日から1月3日）
5 事業時間外の対応：生命に関わるような緊急事態時に相談支援専用:携帯電話にて対応
6 対象専門外の相談に対する対応：情報収集を行い、関係機関と連携して対応を図る。
部門目標
　・丁寧で専門職として信頼してもらえる存在となっていく。
　・本人主体のサービス等利用計画を作成していく。
　・地域包括ケアシステムの理念に基づいた地域基盤の拡充を図っていきたい。
　・指定一般相談支援事業の活用を促進していく。
　・法人内事業所の利用者の基本相談を大事にしていく。（特に各種申請などの相談）

課題
　・サービス等利用計画の件数を伸ばすことよりも、その当事者のアセスメントを重視しない
と、本来の職責である「寄り添い」が出来ないことを痛感している。
　・福祉サービス利用のためのサービス等利用計画になってしまっており、本人が希望する
その先の目標設定や、夢の実現に向けた計画の作成に及んでいない。
　・当事者の生活変容に沿った相談支援としての役割をもっていくためにも、地域における
　フォーマル・インフォーマルなサービスの活用を促進する。多職種との連携を意識的に
行わないと活用できないと感じている。

　・ケース相談があった際に、アセスメント不足から利用者の見立てを間違えることがある。
　丁寧な関わりと、当事者およびその家族が希望していることを聞き取ることができるようになる。また制度等について、きちんと伝えられているかなど確認しながら意向を汲んでいけるようになる。
　・精神科病院や基幹相談支援センター、行政と連携しながら地域移行ケースなどの際に指定
一般事業が有効に活用されるようにしていく。（障害福祉計画の達成目標も意識したうえで、ケース対応にあたる。）
　・地域包括ケアシステムが論議に出るようになっているが、その理念に基づいた支援提供に
　及んでいないと感じる。地域の強みを生かし、地域資源の拡充も念頭に対応していくべきだ
と感じている。

　・通所事業所に属しているため、どうしても家族主体と感じてしまっている傾向がある。
　しかしながら30代半ばの現在まで障害基礎年金が支給されていないケースがけやき園内
であった。その家族の様子なども勘案しながら、監護能力が落ちている家族などにはアウト
リーチ的な関わりを重視していく必要があると感じている。

Ⅳ　地域生活支援事業
名称　地域生活支援事業所けやき

１　日中一時支援事業
市町村（富士吉田市、富士河口湖町、西桂町、山中湖村、忍野村、都留市）との契約に基づき、
サービスを提供する。
目的
　障害児（者）などの家庭の就労支援及び障害者などを日常的に介護している家族の一時的な休息を目的として、障害者などの日中における活動の場を提供し、見守り、社会に適応するための訓練を行う日中一時支援を提供する。
内容

　営業時間　：　午前8時30分から午後5時00分まで（緊急時などは要相談）

営 業 日　：　平日及び日・祝日（土曜日・年末年始（12月29日～1月3日）を除く）
職員体制　：　2名（常勤）
　支援内容　：　散歩・レクリエーション・音楽やビデオ鑑賞・作業への参加等
　　　　　　 　利用者の発達段階に応じた対応を行い、発達促進を目指す。
　定　　員　：　10人
現状と課題
　・コロナウィルスの拡大と共に、今まで利用できていた福祉サービスに制限がかかり、日中の
活動場所もないことから利用希望者が増加している。
　・障害特性が強い利用者の希望も増えており、職員の対応が厳しい一面もある。
　・多様化する生活形態もあり、利用者家族が希望する時間の幅が広がり、今後のサービス
提供に際して配慮していかなければならない事項が多くなってきている。

部門目標

　・他利用者を意識しながら、集団行動ができるようになる。
　・自ら挨拶をしたり、身だしなみを整えたりして生活できる。
　・利用する際には居心地の良い場所となり、リラックスして過ごせるようにしていく。
年間予定

	４月
	お花見
	１０月
	散策・創作活動

	５月
	散策・創作活動
	１１月
	散策・創作活動

	６月
	散策・創作活動
	１２月
	冬休みの受入予約
散策・創作活動・ビデオ鑑賞

	７月
	夏休みの受入予約
散策・創作活動
	１月
	冬休みの受入予約
書初め

	８月
	夏休みの受入
散策・創作活動
	２月
	散策・創作活動

	９月
	図書館
散策・創作活動
	３月
	散策・創作活動


２　自家用有償旅客運送
目的

　富士北麓地域の住民の福祉の向上及び公共の福祉の増進を図るため、自家用有償旅客運送（以下、「福祉有償運送」という。）の必要性、これを行う場合における旅客から収受する対価、その他福祉有償運送の適正な運営の確保のために必要となる事業を行う。
内容
　営業時間：午前8時30分から午後5時30分まで（要相談あり）
営 業 日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）を除く、平日
輸送圏域
富士北麓地区（富士吉田市、富士河口湖町、鳴沢村、山中湖村、忍野村、西桂町、道志村）を
輸送地区として、障害者の移動を支援する。
現状と課題
・登録者が増え、市外への移動希望に対して距離・時間とも増加傾向にある。
・輸送にあたる職員の限定や使用する車両の指定などの課題はあるものの、法人の責務と　して地域住民のニーズに答えている。
・利用者が希望する時間にサービスを提供できない現状もみられる。
（早朝、夜間、祝・休日の余暇的利用の希望が多い。）
・利用者からの問い合わせや利用希望はあるものの、富士北麓圏域の実情として公費負担が全くなく、利用者が全額支払いしているため、経済的負担が大きい。
→富士北麓圏域障害者自立支援協議会地域部会において、地域課題として現在討議されている。利用者のニーズ確認等、アンケート調査（全数調査）をしていく予定となっている。
　・援護の実施市町村により解釈の相違が生じており、居宅介護との併用に課題がある。
　相談支援専門員との調整を行いながら、サービス提供に結び付けていきたい
3　障害者等安心生活事業
趣旨
　地域生活支援拠点等の整備促進について（平成29年7月７日障障発0707号第1号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課長通知）において示された「地域生活支援拠点等」の事業のうち、緊急時の受入・対応の機能の拡充を担うものとして、富士北麓圏域各市町村が実施する障害者等安心生活支援事業（以下「事業」という。）に関し、令和2年3月25日付訓令甲第10号において定められる。
内容
　障害者等が同居家族等の急な疾病その他の理由により在宅生活が一時的に困難となった場合に、事業所による短期の宿泊支援又は宿泊を伴わない支援（以下、「宿泊支援等」という。）を活用した緊急時の対応及び受入れを行うための体制を確保するとともに、当該障害者等が、次条に規定する事業者が宿泊支援等を提供した場合に、これに係る費用を予算の範囲内で支弁するものとする。
支援の提供主体
　宿泊支援等の提供主体は、指定障害福祉サービス事業所又は市長が適正にサービス提供ができると認める社会福祉法人等であって、市長と宿泊支援等の提供に係る協定を締結した事業者（以下、「事業所」という。）とする。
　富士北麓圏域の各市町村との契約によって、介入およびサービス提供となる。
部門目標
　事業の対象者の受け入れ要請があった際に、法人内各部署と連携して対象者の受入、および支援提供ができるようにする。
現状と課題
　圏域の実情として、訓練等給付費のサービスのみが対象の利用者が多く存在している。
障害者総合支援法に規定による障害支援区分の認定を受けていない当事者や、通常日中活動先として通所している事業所での受入が当事者やその家族の安心や気持ちの安定が図られるとは思われる。当圏域では初めての試みのためまだ具体的な課題は抽出できないが、いつ緊急時が起こるかも想定できていないため、行政等との緻密な連携を要することは想定できる。

Ⅴ　地域活動支援センター（富士吉田市委託）
名称　地域活動支援センターけやきハウス
目的
　地域で生活している障害者が利用できる通所施設である。地域で暮らす障害者のなかには、積極的に地域社会とのつながりをもつことが難しく、孤立してしまう人も存在するなかで、同センターではそのような障害者に対して日中の居場所づくりや生きがいづくり、日常生活での困りごとを相談できる機会の提供などを行い、地域社会との交流を促進する役割を担っている。
内容

　営業時間　：　午前9時00分から午後4時00分まで
　営 業 日　：　平日（土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）を除く）
職　　員　：　管理者1名（兼務）、指導員2名（常勤・専従）

支援内容　：　受託作業（箱折り、ノベルティ商品の梱包等）
　　　　　 　農作業（種まき、苗植え、草取り、生ごみ切り替えし、収穫）
　　　　　 　戸外活動（イベント出店【準備、搬入、販売、片付け】／年５回）
　　　　　 　買い物（毎週月曜日）
　　　　　 　料理教室（毎週火曜日：メニュー作り、調理、洗いもの、片付け）
　　　　　 　ミーティング（朝・夕の当番制）
　　　　　 　ラジオ体操・嚥下体操

　　　　　 　外食体験（年2回）
　　　　　 　創作活動（パソコン、ピアノ、執筆活動）
　定　　員　：　10名
部門目標
　・自立と社会参加を意識して、信頼関係を築く。
　・「けやきハウス」の約束を守り、情報交換やイベント等で交流を深める。
　・個性を活かし、日常生活を送るために必要な支援や社会資源等の情報提供の充実。
　・就労希望者の就労のためのサポートと実現にむけた支援提供。
　・戸外活動や文化活動を通して、地域の方との交流や心身の健康を維持する。

　・当事者の意思表出を支援して、意思形成及び意思決定につなげる。
年間予定

	４月
	不二の里森さくらまつり
障がい者フライングディスク大会
	１０月
	外食体験
一筆の主張

	５月
	赤い屋根ともだちフェスタ
	１１月
	大豆収穫
障がい者文化展

	６月
	大豆種まき
外食体験
	１２月
	忘年会
大掃除

	７月
	市民夏まつり
	１月
	初詣
新年会

	８月
	外食体験
	２月
	健康診断

	９月
	富士ふれあいの村まつり
	３月
	年間反省
次年度計画書作成


課題
　・現在Ⅲ型として運営しているものの、定員が満床状態である。今後、状況を踏まえながら富士吉田市とⅡ型への移行も視野に入れた協議が必要になると思われる。
　・地域生活を継続していく上で、通所してきている時間内だけの支援ではカバーできない問題が多くみられる。必要に応じながら、受診同行や家庭訪問などの個別対応をしていく場面が多くなると想定される。
　・富士吉田市からの委託で運営されているが、圏域内の地域活動支援センターの数も少ないことから他市町村からの依頼が多くなっている。ケース相談があった際には、慎重に協議しながら富士吉田市にも受入判断を進言していきたい。
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